
中級 の読解:テ ーマ を決 めて読 む

春 名 万 紀 子

0.は じ め に

本稿 では,早 稲 田大学国際部 の1997年 度 」11(中 級)ク ラスで行 な った

授業 を紹介 しなが ら,テ ーマ を決 めて読 むこ との利点 ・欠点 などを考 えて

みる、国際部 の 目本語教育 は,」2か ら」13ま で の12レ ベ ル に分 け られ,

週 斗目,1日135分(45分x3),9月 か ら6月 まで30週 行 なわれ てい る。

」2か らJ8ま で は初級教 科書 を使 ってスター トす る。大雑把 に言 って,9

月 の新 学期 が始 まる時点 で 」9,10が 初 中級,J11が 中級 前半,」12が 中

級後半,J13が 上級 前半 ぐらいの レベ ル と考 え られ る。97年 度の 」11は

学生数 が平均(秋,冬,春 の各 学期 に多少 の学生 の異動 があ る〉11名 で,

国籍 は米国,英 国,韓 国,台 湾,オ ランダ,オ ース トリア,香 港 と多彩 だ

った溺,日 系の学生 が多 かった。

1。 教材の選定

学生 は 自国 で初級 教科書 を終 え,中 級教科書 に少 し足 を踏み入れ た とこ

ろで,初 級文法 ・文型の一部 はまだ しっか り定着 してお らず,使 いこなせ

ない箇所 がた くさんあった。従 って,読 解 クラスにおいて,文 法 ・文型 の

指導 も重要 な位置 を占めるこ とになった。

語学教育 にお いて,コ ミスニケー シ ョンの重要 性 が唱 えられ,r読 む」

教材 としての生 の ものの優位性が指摘 され ている。 しか し,中 級 レベルで

は,初 級文法 の復習 が必要で ある と同時に,文 文法 をこえた文 と文,段 落

と段落 との繋 が りや指示詞 な どの照応関係 な どに係 わる談話文法や中級文
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型 な ど新 し く導入 すべき事項 が数多い。それ らを効率 良 く扱 うには,生 で

はな く教材 として コン ト・一ルされた教科書 が優 れている揚合 もある。

このよ うな事 情か ら,教 材 として,中 級用 の教科書 と新 聞 ・雑誌 な どか

らの生 の読み物 とを併用 する ことにした。教科書 は 『テーマ別 中級 か ら学

ぶ 日本語』(1991年 初 版1研 究社)を 使用 した。 この本 が扱 ってい るテー

マには,「 電車 の中でのマナー」や,「 日本社会 にお ける ウチ とソ トの考 え

方」,「親子 の断絶J,「 地球 の環量問題」,「脳死 や臓器移植 をめ ぐる医療 問

題」 な ど現在 の日本社会 が抱 えてい る問題 が多いので,新 聞 ・雑誌 な どか

ら同 じテーマ について書 かれ た記事や随筆が選 びやすい。そのこ とが この

本 を選 んだ理 由の主 な ものである。

語彙 を増やす ことも中級 レベルでの重要な課題 であるが,な るべ く多 く

の ものを読 めば,物 理的 に多 くの語 彙 にさらされ ることになる。同 じテー

マで書 かれ たもの を複数 読む ことには,語 彙 の重複 が期待 できる。語 彙 の目

重複 は,そ の語彙の記憶 を促 すと同時 に,読 む時の語彙 による負担 を軽減

す る と考 え られ る。

2,教 科書 の扱 い方

「読 む」 と一言 で言 って も
,読 み方 はい ろい ろある。音読 に対 して黙読

が ある。私達 が読書 をす る時 は,大 抵,黙 読 だが,黙 読 の仕方 に も,精

読,斜 め読み,拾 い読みな どがある。

教科 書 の本 文 につい て は,予 習 として未 習語 の意 味調 べ と大意 取 り

(skimming)を 宿 題 に した。授業で はまず始 めに情報取 り(scanning)の

練 習 として,本 文 を黙読 させ なが らOx式 の10題 の 正誤 問題 ¢〉クイ ズを

や らせた。次 に音読 をさせて,漢 字 の読み方や アクセ ン トな どをチェ ック

し,そ の後,精 読作業に移 った。本文 は,内 容 をきっち り細部 にわた って

理解 できるよ うに,助 詞,活 用語 の活用形,指 示詞 ・代名詞 の照応 関係,

接 続 の言葉,比 喩,慣 用句,行 問 の意 味な どに細 か く注意 を払 って読 ん

だ。それか ら・後 ろの練 習 に取 り上げ られ てい る中級 文型 の例文 を補足 し
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ながら,接 続の形などの構文的説明,意 味,使 い方などの説明をして,文

作 りは宿題にした。

最後に本文の内容について意見交換をしたり,次 の読む生教材 に繋 がる

ように必要に応じて話 を発展 させたりレた。

3.テ ー マを決めて読 む ことの利点

読む行為 においては・ まず文字,文 字 の組合せであ る語,そ して語 の配

列 としての文 を認識 して処理 を してい くとい うボ トムァ ップ処理 だけがな

され るので はな く・それ と平行 して,期 待 や予測 をしなが ら読む とい うト

ップダウン処理 も行 なわれ る と考 えられてい る。そ して,理 解 は,読 み物

の言語 情報 か ら得 られ た意味 をすで に読者 が持 っている知識体系 にあては

めることで生 じるとされ る,読 み手 は,新 しい情報 や自分 の期待や予測 に

反す る情報 の処理 にはボ トムアップ処理 を,曖 昧な点 を解 き明かす ためや

デー タの複数 の可能 な解釈 の中か ら最善の もの を選択す るた めには トップ

ダウン処理 を施 しなが ら読み進む と考え られ る。

上手 奪読 み手 は・ このボ トムァ ップ と トップダ ウンの二つのプ ロセ スを

必要に応 じてシフ トしなが ら読みの行為 を進 めてい くと考え られ る。それ

に反 して,未 熟 な読み手 は,ど ち らかのプ ロセスに頼 り過 ぎる結果,理 解

に支障 をきたす ことにな るが,そ の大 きな原 因 の一 つが,内 容 に関す る知

識の不足 である・読み物 の内容 について どれ だけの知識 があるか とい うこ

とが・ その読み物 をどれだけ正確 に,深 く理解 できるか とい うことに係 わ

っているのである。それ と同時 に,そ のことが,当 然 ,読 み取 る速度 に も

関係 して くる。

この よ うな ことか ら・ コミュニカテ ィブ ・ア プロー チでは,読 む前 に

"prereadingacti
vity"と して,こ れ か ら読 む物 につ いての情報 や知識

を与 えてお くことの重要性 を指摘 している。読 み手 が前 もって読 む物 につ

いての適切 な情報 や知識 を もっていれば,そ の読み物 は理解 しやす くなる

し・深 い理 解が得 られるのである。習熟度 の低 い学習者 には絵 な ど視覚 に
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訴 える もの を通 して情報 を与 えるこ とが効果 的 だが,習 熟度 が上 がれ ば,

視 覚 に頼 らない言語 での情報 を活用 で きる ようにな るとい う実験結果 があ

る(Hadley:1993iP.145)。

教 科書 で精読 した もの と同 じテーマで書かれた もの を読 む場 合,学 生 は

既 にそのテーマに関する何 らかの知識 を持 ってい ることになる。即 ち,教

科書 を読む授 業そ の ものが,次 の生教 材 を読 む際 の"prereading"作 業

として位置付 けられ,こ の作業に よって語彙 ・文型な どの言語 情報 と内容

に関す る一般的知識 が前 もって与 えられ ることにな る。一般的 に言語 情報

よ り内容 に関す る情報 の方 が 「理 解」 に大 き く貢献す る と考 え られ てい

る。具体例 を挙げ る と,教 科書 の第18課 「か こむ」(資 料1)は,親 子 の

断絶 を防 ぐためには家族 みんなで囲 める リビングルームの大きなテーブル

が有 効 である とい う話 であ る。この課 を読 んだ後 に,資 料(2),(3),(斗)を

読 ん だ。資料(2)は 三 田誠広 の随 筆 「ぽ くの リビングルーム:家 族 の交

流」(r朝 日新 聞」1997.10.5朝 刊)で,自 分 が リビングルームで仕事 をす

ること,そ こに子供達が集 まるの で,親 子 の断絶 とは無縁である ことが書

かれてい る。資料(3)は,AERA(1997.12.1号)の 「子供 を救 う子供 部

屋のつ くり方」 とい う記事からの抜粋 で,こ れ は家族四人が一緒 に使 う共

同机 のお陰 で家族が仲 良 くい られ る とい う話 で ある。資料(4)は 家 族 みん

なび仕事や宿題 をす る,大 好 きな大 きなテーブルをテーマ にした小学 生の

作文(「朝 日新 聞」1997.10・19朝 刊)で ある。学 習者 はこの どれ を読 む時

も,「 親子 の断絶 がない!家 族が仲良 くい られ る」 こ とと 「共 同で使 う大

きなテーブル」 の役割 との関係 に"予 測"と"期 待"を 持 ちなが ら読 み進

む。その"予 測"な り"期 待"に 即 してい る部分 はす らす ら読 み進 む こと

ができ るが,も し,そ れ に反する読みが得 られ た部分 があれぱ,自 分 の読

み違 え を疑 い,修 正するな り,そ れが正 しい読 みであるこ とを再確 認す る

な りす るために読みの速度 は落ち ると考 えられ る。

テーマが同 じとい うこ とは,必 ず しも上の例 の ように内容 が同 じ とい う

わ けではない。人 口問題 とい う大 きなテーマの下には,人 口が多す ぎる場
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合 と人 口が少 なす ぎる場合 ボ ある。教科書 の第23課 「うた う」 は野 口雨

情 の 「シャボン玉」 の詩 を取 り上 げ,「 間引き」 にっいて書かれた もので

ある。 ここで は,同 じ く 「間 引 き」がテーマの資料(5〉 「生 まれて来 ない

はずだった私」(「朝 目新 聞」'1997.5.20夕 刊)か らの抜 粋の外 に,少 子化

問題 を扱 った新聞記事 を二 っ,う ち一 つは資料(6),を 読 んだ。

4。 生教材 の読み方

駒井(1990)は,そ れ までの精読 に片寄 った 「読 む教育 」 は,「 読 む訓

練」ではな く,r読 み方 の準備訓練」 に過 ぎない とし,r読 む訓練」 として

の速読練習 の必要性 を唱 えてい る。今 では,速 読用 の教材 も数多 く市販 さ

れ てい る し,川 口(1994)の よ うに生教材 を使 っての速読指導 もな され て

い る・rテ ーマ別 中級 か ら学 ぶ 日本語』 も,ワ ークブ ックの中に速読用 教

材 が用意 され てい る。確 かに,「 読 む教育」 の 目標 の一 つは,学 習者 がそ

の言語で書 かれた もの を多読 できる よ うになる ことで あろ う。「多読」 の

場合は,細 かい点の理解 よ りも大 意 を掴 む速 度が重 要 にな って くるので,

授 業での 「速読」訓練 が必要 である.

速読指導 におい ては,知 らない語彙 は辞書 を引かせ るのではな く,そ の

意殊 を類推 させ ることが訓練 の一 つであ る。駒 井は,「 学生 が予習 出来 な

い よ うに・速読教材 はクラスで配布 して,1)一 語 一語,一 文一文 の意 味

よ りも話全 体の筋 を追 って読 む こ と,2)知 ら ない単語 があって も,飛 ば

して読 み・字 引を引かない ことの二点 に留意 して出来 るだけ速 く読む よ う

に指示す る」(同:P.13)と 述 べ てい る。

「速読」 は
,第 一言語 におい ても理解 の深 さが問題 になるが,そ れは第

二・第三言語 においては更に大 きな問題 となろ う。従 って,外 国語の速 読

用 の教材 の選択 に当た っては,話 の展 開の分 か りやす さのみ な らず,未 習

語 の数,文 脈 か らの類推 の可能性 の大小 な どを考慮 に入れ なければな らな

いo

しか し・教科書 のテーマに沿 って選 ばれ た生教材 は必 ず しも速読 に適 し
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た もの とは限 らない。そ こで,生 教材 は速読用 に使用す る もの とそ うで な

い もの との二種類 に分けた。 しか し,い ずれ のものも精読 はせ・ず に,粗 読

した・ ここでい う 「粗読」 とは,「 精読 」 に相対 する言葉 で,細 部 に とら

われすぎるこ とな く,大 雑把 に読んで大 意 を掴 む ことを第一 の 目的 とす る

読 み方の ごとで あ り,「 粗 読」イ コール 「速読」 ではない。重要な情報 を

捜 し出す"scanning"と 要 旨を掴 む"skimming"を 生 教材 の読み にお

ける主要な作業 とした。

資料(2),(3),(5)の よ うに,速 読す ることを要求 しない ものには,漢 字

の読みだけを付 けた語彙表 を渡 して,自 分 で辞書 を引 きなが ら読 む こ とを

宿 題 にした。語彙表 に訳語 を付けないのは,自 分 で辞書 を引 き,文 中での

意味 を考える方 が,語 彙力 を付けるのに役立 つであろ うとの考 えか らであ

る。資料(4)の よ うに語 彙 ・構文 がほ とん ど既 習 と思 われ るものや,(6)

の よ うな統計 を扱 った記事や事件 を扱 った記事 な どは,い わ ゆる速読 に用

いた。それ らは,予 習 ができないよ うにク ラスで配布 し,前 述 のよ うな語

彙表 も付 けなかった。そ して,内 容 についての質 問な どのタス クシー トを

読み物 と同時に配 り,タ スクシー トに"prereading"作 業 の役割 を担 わ

せ た。そ して,ま ず,そ の場 で黙読 しなが らタスク をや らせ た。

いずれ の読み方 の場合 も学習者 の内容理解 度 をチェ ックした り,学 生 か

らの質問 に答 えた り,必 要 な補足説 明 をした後 は,読 み物 に対 す る学習者

の感 想や意 見 を出 し合 う時問 に当て た。横 田(1998)が 指 摘 す る よ うに,

誌 面 上 に記号 として物理 的 に存在 している ものに 「意味」 を持 ち込 むの

は,読 み手一人一人に任 された作業 であ り,読 み手 自身 の経験や知識 の違

いや変化 に よって,書 き手 の意味 も読 み手 の中に,異 なって構 成 され る

(p.62)。 従 って,学 習者 がお互いの意見や感 想 を聞 き合 うこ とは,読 ん

だ物 に対す るよ り深 い理解 や興味が得 られ ることに も繋 がる。例 えば,資

料(5)を 読 んだ時 に,「 母親 の死後,筆 者 が間引かれ るはず だった とい う

事実 をなぜお姉 さんが本 人に告げたか」が問題 とな った。男 の子 の誕生 が

重要視 され る国 の学生か らは,姉 は,男 だ とい うことで女 である 自分 よ り
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大切 にされて きた弟 がず っと憎か った のだ ろ うとい う意見 も出た。そ こか

ら,自 分が筆者 の立揚 だ った らどうす るだ ろ うか とか,間 引 きされ るはず

だったとい うことを全 く悟 られ るこ とな く筆者 を育 てた母親 の愛情 は素晴

らしいな どとい うこ 損 こ話 が発展 した。 二れ らの発言 は,教 師の質問 に答

えて出てきたものではな く,学 生 が 自ら引 き出 してきた疑問点 であ り,話

し合お うとした話題 である.自 分 か ら自発的 に書 き手 の言葉 にはない部分

をr読 む」 のが,読 むこ とのお もしろさで もある。時間の許 す限 りこのよ

うな活動 に時問 を当てたが,残 念 なが ら,話 し合い を途 中で切 り上げ る二

とが多か った。

5.学 生へ のア ンケー ト結果

6月 の最後 の授業 目に,教 科書 の読み物 と同 じテーマ の別 のものを読む

ことに対 して ど う思 うか,学 生 に簡 単 なア ンケー ト調査 をした。対象 は

11名 であ った。まず,こ の よう蓼読 み方 に対 しての賛否 を尋ね たところ,

賛 成10名,反 対1名 であ った。次 にそ の理 由を複数解 答 で答 えて もらっ

た。賛成理 由をま とめる と次の よ うにな る。

①

②

③

④

⑤

同じテーマのものは内容が理解 しやすい

同じ言葉が出てくるから読みやすい

興味のあるテーマのものはいろいろ読みたくなる

同じ言葉が何回も出て来るとよく覚えられる

文法や単語がよく学べる

7名

7名

3名

1名

1名

この結果 を見 ると,同 じテーマで複数 の読み物 を読 む ことは,一 つの物 が

次1こ読む物 の 〔`prereading"作 業 として うま く機 能 してい るよ うに思 え

るり

この よ うな読み方 に反対 した学生 は,そ の理 由 として,「 同 じテーマの

ものを複数 読むよ りなるべ く多 くの違 った もの を読み たい」 とい うことを

挙げていた。確 かに,限 られた期間内 にな るべ く多 くの話題や分野 につい

て書かれた もの を読む ことを 目標 に した場合,こ のよ うな読 み方 は適 しな
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い。また・そ のテーマに関心,興 味の ない学生 にとっては・同 じテーマの

ものを複数読む ことには学習 意欲 がそそ られないで あろ う・ これ らの点は

このよ うな読み方 の欠点で ある.

6.今 後 の課題

聴解 は,読 解 と同様 に,問 題解決 の活動 と考 え られ る。意味 を掴む ため

に,読 解 は読み なが ら,聴 解 は聴 きなが ら,仮 説 をたて,推 論 を して入力

情報 の曖昧 さや不確 実 さを解いてい く活動 で ある。読 む前 の``preread-

ing"作 業 が重要 な役割 を果 たす よ うに,聞 く前 の"prelistening"作 業

瓜 どこまで聞 き取れ るかに大 きく係 わって くる と考 え られ ている。

筆者は同 じク ラスの聴解 も担当 していたので,読 み物 と同 じテーマの ビ

デオ教材 をい くつか聴 解に使用 した。そ うすれ ば,読 解 の授業 その もの を

"
prelistening"作 業 と して活用 で きる。単 身赴 任 について教 科書 で読 ん

だ後 に,ド ラマr単 身赴任』 を見た。血液型性格判 断について書 かれた課

を教科書 で扱 った時 は,生 の読み物 として 「兄 弟型性格判断」,聴 解 には

NHKテ レビの 『オモ シ・学問人生;あ なた は右脳型 ～ 左脳型 杣 を取

り上げ た。地球 の環境問題がテーマ の時 は,生 教材 の一 つに環境 ホルモ ン

の問題 につ いて書 かれた新聞記事 を取 り上げ,聴 解 でその問題 を扱 った報

道番組 の一部 を ビデオで見た。これ は数分 のものなので,一 回の聴解 クラ

スで処理 できた。 しか し,前 の二 つの よ うに25分 か ら40分 ほ どの番組

となると,数 週 間 を掛 けて見 るこ とにな り,読 解 の進度 とずれ が生 じるこ

とになった。数分 のニ ュースや10分 程 度 の番組 が活用 できれぱ ・ もっ と

多 くのテーマにおいて聴 解 を読解 の授 業 と関連づ ける ことが可能 となる。

しか し,そ のテーマ に合 ったニ ュー スな どが うま くそ の時 にあるか ど う

か,あ ったとして もタイ ミングよ く録画 で きるか どうかなど難 しい問題 が

ある。

生教材 は,学 生 自身 に興 味のあ るもの を選ばせれば,学 生 の主体性 を も

っと重 んず ることができるであろ う。そ のテーマに興 味が ある学生,二,
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三人に新聞記事 や本 か らの抜粋 な どを探 して来 させて,ク ラスでそれ につ

いて発表 させ る,或 いは,み んなでそれ を読む とい った方法 も考 えたが,

い ろいろな意味 で,適 当な教材 を学生 に探 させ るの は難 しいだろ うとい う

結論に達 して,今 回 は見送 った。学生 をい くつ かのグループに分 けて・そ

れ ぞれのグループにテーマは同 じだが,内 容 の異 なるものを読 ませ,そ の

後 で読 んだ ものについて発表 させ る とい うよ うな形式 の授業 を数 回行 っ

た,そ の際 も読 ませ る ものは全 て筆者 が用意 した。

以上 の ような点 を今後 の課題 として,読 解授業 の在 り方 を更に考 えてい

きたい と思 ってい る。

参 考 文 献

Hadley,A.Omaggio(1993)Tθ α`ゐ勉gLα πg襯gε ∫πCoπ ≠8醜(2ndeditiGn).

BQston,MA=H¢inle&HeinlePublishers・

春 名万 紀 子(1994〉 「上 級 の読 解授 業一 同 一 教 材 を多 目的 に利 用 した授 業 一 ■

『講座 目本語 教 育』 第29分 冊

川 口義 一(1991〉

駒 井 明(1ggo)

増 井 透(1998)

小 川貴 士(1991)

育』75号

横 田玲 子(1998)

「中級 ク ラス の速 読 指 導 」 『講 座 目本 語 教 育』 第26分 冊

「上 級 の 日本 語 教 育 」 『日本 語 教 育』71号

「速 読 の心 理 学 的 考 察 」 『言語,VoL27NQ .2

「読 み の ス トラテ ジ` ,プ ロ セ ス と上 級 の読 解 指 導 」 『日本 語 教

「読 む教 育 の復 権 」 『言 語 ■Voし27No .2

一168一



Oひ
撫

鋼

曙
幹

罪

組

禦

荘

箪
聾

資料(1)

一.匹

戸

■,

,

回
心
魔
P
e

叩
二
y
一
『
心
£
餐
""
野
e
X

m
心
犀
も
亘
d
雇
F
即
暑
撫
昌

、
o
潤
"
」

.
峰
ヰ

V
レ
曾
塾
P
楊
任
e
自
中
灸
弐
e
曜
司
S
里
9
些

。
灸

い
鴫
畏
玉
瀞
楚
F
e

捉
』
瀞

翻
嶺

「
ミ
駆
ー
ホ
餐
舶
試
e

{
ー
ム
載

、
b

訊
」

レ
ρ

司
e
一
督
契
峠
飼

一澤

e
o
喫

り

、
Φ
・只
無
廻
奪
司
u
起
史
月
V
の
申
翼

。
岬
£
F
s
捉
蜘
》
舶
型
顎

「
馨

妄

Q
ホ

輿

」

串

倉
n
穿

♪

.
"
・
'
刃

乖
尋

〉
尋

〔
曜
屯

P
屓

M"
砕
乾

薫

、
m
葎

且

`

ロロさ
せ
ン

禍
5

禍
膏
一藁
悩

。
ぺ
ト
鄭
」
レ
亭
存

〉
瀞

9
置
盤
ゆ
↑

桐
箭
蟹
旦
翠
-
幻
琶
ト

。
ひ

尋

V
j
り
甲ゆ
藁

逗
9
刮
刈
嘲
・語
"遡
擢
一e
誓
,羅
起
都

q
ゆ
爲
P
韓
艇

0
瓢
一
レ
P
尋

V

讐

"
■
ヨ
尋
灸
踊
鍛

畳
《
疑
刺
勘
a
擦
嬉
廼
の
翼
蓑
眺

.磯
驚
9
申
築
ゆ
り
刈

。
契

モ

ノ
す

舶
》
.」
淘
"
補
ぺ
,埣
雨
畑
耳
価
一り
、一』
翼
荘
串

ド
琢
宰
n竪
ヒ
」
駆
都
竺
象

皿

.
慰
倉

リ
ヘ
e
肛
薄
e
蓬
酢
竺
尋
契
黙
P

り
}

G
得
p
費
り
一
購
桶
心
#
島
口

司
聖
臥
鞠
灸

司
り

旧
t
"
舶
郭

鄭

鴫
や
P
く
ー

φ
レ
這

の
帽R
V
駐

.喫
尊
如
国
最
契
⇒
揖
黛
心

鴉̂
加

せ
ま
ゆ
ヘユ

記
C
き
申
足
£
翼
e
申

.二
妻
邸
飴
型
嘉
t
藁
』
便
.弧
》
ρ
湘
く
箪
廷
く
貸

皿

ヴ
ー

㈲
⑰
@

』
ぴ

=掌

富
そ

轡

醸
骨

皐

聾

咲

釆
骨

爆
籍

聖

聚
汁

益

疋
罫

畢

招

蓬

盤

曜
刃
冥

申

,ド
抽
ド
"
K
ぐ

殉
V
契
染
教
ぺ
龍
司
柾
雄
些
矧
e
畏
蚕

、麗
尋

ン
こ

い
モ

。
即
ぺ
脚

却
翼
o
電
彩
ミ
苓
ム
廓

ε

巾
建
る
想
e
難
鱒

費

「
o
捉

"
」
亀
冊
頓

畠
悌
"

冨

～

ρ

曜
皿
7
3

嚢

e
o

ぬ

一
一
」
暫
尋
心
e
ぐ
』
圏
e
P
哩
畑
翼
悔
楚
#
暴
e
皿
ー

。
裡
9
乎
捉
#

V
》
」
"
マ
R

虐

鷺

申
p
.
一
如
.u
.e
灘
鮨

哨
塑

瓜
雛

霧

蘇
リ
ロ

申

."轄

・R
馨

二
・蕊

講
e

「
ひ
翼

け
」
rも
山
轟
灸
灸

り
遅
坤
嶺
Q
些
甑
。穀

い
雑
旦
噂
顧
蝿
無
e
翼
磁
英

「
○
喫

月
」
逆
坦
紳

.
哩
呵府
貝
£

硬
層
期
寺
ト

ー
乙
K
製
趣

罰

。
契
e
だ
o
心
一
P
寒

ゆ
ぺ

最
知
輔
魂

φ
や
繋

論

篠
一
p
韓

潜

q

.
並
糾
郵

薫
罰

。
紀
ニ
レ
却
悦
塊
p
画
箭

ε
匿

.u
如
壌
翼

畠

庫

葭

巌
e

V
愈

.p
9
毅
"
・奪

ド
韓

9
ド

蚕

勾
層
劃

藁
喫
一
個
累
築
、、
ー
《
1

.
V
嘉
喚
偲
垣
選
悩
9
霞
1

.牲
症
蕊

。
ゆ
組
レ
e
9
契

冥
心
駅

)
枯
ピ

歯

縣
奪

り
勾
慧
繁
組

麺
ミ
リ
竺
p
耗

巴
S

晋

も

.
9
司
い
9

。
叩
寵
P
C

"
二

川
心
}
ヨ

急
鮭
佃
馨
帰
悩
器

g
楽
嚥
P
j
逗
・噸
魯
価
冥
申

。
申
ニ
ド
o
卑
牡
顎
ミ
h
I
卜
禅
切
者
恒
ヤP
軽
9
超
尋

二
撫
日
一爵

。
即
需
P
t
〔
『
爪
二

制
樋
"

〉
渥
嶺
舶
之
釜
複
e
曇
督
y
P
器
凝
」

ノ
♪

ア
コ

ψ
」
蜀
冨

乾
垣

.§

v
蟷
諮

羅

"
蓑

皿

。翼

亀

墾
剣
田
無
e
鄭
辞
髪

一

コ
ン
マ
ロ
コ

申
e
申
幅
距

艇
荘
卵

"
ゆ
卦

O
喫
t
O
細
巌
主
廠

.
駄
遭
ぐ
理
梱
1

へ
ー
や
騒
窯
由

る

、
崎
釜

姐
匿
廉

把
繍
無
P
り
申
一
灘
輯

.
史
ゆ
尋
9
竺
怜
亀

。
岬
棺
レ
e

"
5

ツ

『

"
勾
の
紀
⊇
㌍
訓
P
ぐ
園
弼
試

申
呉
者
ぐ
患
翼
嚥
セ
ニ
圏
嗣
ム
、
脈
ー
ト
瀞

舶
艦
り
管
り

申

,ド
o
爵

〉
適

剖
"
ー
ミ
紙
ム
杣

免

.
乍
却
り
一
三
爵
心
{
1
え
、
^

既
ヤ
嵐

～
く

t
聚
、

A
山

凱
"
凧

昂
な
P
輝
壷

.
刃
ゆ
桶
製
"
申

。
二
軸
団"
渕
り
即
卦
U
皿
葡
滞

鼠

"
ノ
ρ
幻
.硬
舶
マ
眼
給

"
勾
並
史
』
固
Q
炎
侭
二
論
壌

.P
壇
韻
翻
置
藁

.疑
嘔

一

『
h

鑛

難
灘
鐡
灘
馨
懸
灘

雛

一169一



～

.

鍵

『侮

.

「
目Ψ

■

■

L

・

.隔..ほ
く
は
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
で
仕
事
を

'.す
尋
噂
以
酊
信
書
斎
に
閉
じ
七
も
つ
て

七.い
た
の
だ
が
」
そ
れ
で
据
い
け
な
い
之

.

、思
P
t
。
家
族
と
の
憂
流
が
必
選
擢
。

パ
ぼ
く
が
仕
事
を
し
て
い
る
と
ρ
子
供
た

資料(2)

三
田

誠
広

■

纏
漕
蓄
謙
一識
鱈

.ち
が
学
校
か
ら
帰
つ
τ
く
る
四
そ
こ
で

盲
粟
を
■琴

す
。
子
供
た
ち
が
テ
レ
ビ

を
見
る
f
7レ
ビ
の
前
で
仕
事
を
し
て

い
郵
か
ら
い
っ
し
ょ
に
見
る
こ
と
に
準

る
詑
天
気
婿塾
兇
つ
い
{

易
る
い
は

■タ
レ
ン
ト
に
つ
い
て
ρ

る
汐
偲
く
は
子
供
た
ち
の
好
み
が
わ
か

}畜
歌
…錘

の
流
行
に
つ
い
て
も
知
ゐ

曲一三
』一-$

、rこ
と
が
で
き
る
。
..』マ

』■目

.

書

が
筆
駐
.

目
父
競
は
、
・存
在
顧
が
な
い
と
い
ガ
れ
、

『
ゑ

い

つ
も
家
に
い
な
い
の
で
璽

そ
.

『
う
琶
わ
れ
て
も
仕
万
が
な
い
。
父
親
が
.

■
リ
ビ
ン
グ
ル
■
ム
の
.中
央
に
、
で
ん
と
・

!
存
在
々
て
い
る
。"そ
れ
が
家
庭
と
㍗
う
・
目

"も
の
の
基
塞
の
套
だ
"
■

、蓑

房
で
芋
楚
墓
翠

ビ
ン
グ
釦
"
ム
に
畜
り
つ
な
な
い
、
と
、

、
.浦協
鑛
個湧
庵
彊
遷
声

一
.融
.『
.
』篭
弔』ぞ

r
(
伽

阿

～
自
電
で
丘
事
を
す
る
作
家
だ
か
ら
で

㌧き
る
O
と
か
も
し
れ
な
い
が
壁
ほ
く
は

■友
人
た
ち
に
も
、
リ
ビ
ン
久
ル
ー
ム
で
■

一
み
作
輩
を
勧
の
で
い
葡
。
・雷
嬰

甚
上

■
.け
る
よ
ろ
な
仕
鑑
な
ら
「
会
社
で
残
粟
、

.
一す
る
の
で
な
く
、
仕
事
を
自
宅
に
持
っ
.

■
て
需
っ
て
も
で
き
る
は
憂

一
量
近
の

目

-
目

, 撫齢'蛾寵誘難棲山葬

穿

家
族

の
占父
流

二
る
の
は
、、盗

テ
ヤ
ビ
。
家
族
の
全
員
■

が
集
感
マ
て
」
い
狛
P
よ
に
テ
レ
ビ
を

■
・

碧
.憂

蔀
遭
だ
ぞ
欝
目

ち
"
ほ
く
は
子
供
巴
い
っ
し
ょ
に
テ
レ
皿

.

ピ
を
見
て
膏
乏
≠
「仮
面
ラ
イ
ダ
丁
ヤ
目

は
面
日
い
け
れ
ど
、二
般
売
民
が
残
笛
いに
馨

れ
母
。い
葵

監
ど

話
し
金
っ
∴「、、

目
七
晶
目別
の
番
組
そ
見
る
{
と
に
し
た
ρ.『

一命
令
b
乏
の
で
は
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
話
,

せ
は
、
一子
供
た
ち
も
わ
か
っ
て
く
れ
. ■

着

。

∴
.
団
・

も
・
■
.

一
・
圓

叔
次
男
萎

生
の
頃
は
」
食
蔓
用
の

だテ
ー
ブ
ル
で
》
勉
強
を
教
え
た
.
私
立

「
、中
学
の
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
時
は
、

・二
年
間
、
つ
嘗
っ
き
D
で
コ
ー
チ
し
た
目

一
こ
と
も
あ
濁
。r
中
学
に
入
学
し
た
後

も
へ
.勉
強
は
テ
ー
ブ
ル
で
す
.る
よ
う
に
■

,
な
つ
た
つ
大
学
生
に
な
7
た
い
ま
も
、

田リ
ボ
ー
裁

ど
を
層

當

τ
寡

て

目.

か
る
」
.ぼ
く
が
チ
ラ
ッ
と
の
ぞ
琶
こ
ん

■.

な
ら
な
い
。
全
員
が

「な
ガ
ら
族
』
.と

い
つ
て
も
い
い
し
、
目多
少
の
騒
音
は
苦

に
な
ら
な
い
集
屯
刀
を
も
っ
て
い
る
と

、
ザ
い
っ
て
も
い
い
p

■
.一自
分
の
経
験
だ
け
で
断
定
す
る
わ
け

一
.に
は
い
か
な
い
が
「
.ほ
く
は
、
家
巌
は

濠
な
る
べ
く
、
目』リ
ピ
ン
ク
ル
ナ
ム
忙
集
合

.τ
し
て
い
る
ぺ
曽
だ
と
黒
ぢ
ー
ぞ
れ
モ
れ
.

一、.が
個
室
肥
閉
じ
こ
も
7
,て
い
た
の
で

〆
は
、
家
展
a
い
う
も
の
は
形
だ
げ
の
も
,

距
の
に
な
っ
て
U
ま
う
ρ
会
話
が
な
け
れ
.

ギ
は
、
・子
供
轍
陽
手
に
疵
長
し
て
「
見
知

■

、
■ら
ぬ
他
人
に
な
つ
て
し
ま
ゑ

へ
た
を

嶢

は
、奮

の
墨

窯

凄

く
.

・

・い
か
馨

奮

マ
,
・
■
:

丁

一
■
・

』績
羅
馨

轡
羅
国

』

グ
、台
所
景
で
ひ
愚
悪

え
部
屋
だ
か
.F

の
篁
閤
に
餐
嘔四
帆
亡
次
.一睡
が
ハ
至
た厚

馨
酋
楼
繍舞
篶
拗炸欝

レ
ゼ
を
見
て
い
る
恩
亡
も
あ
る
の
だ
∵

目
勲

愚
礪

.
目蔓

の
護

典
紺
"
鍵
愈
軽

君

蒼

轟

驚
髪
髭
穿
.丼

届
汐
長
男
は
音
楽
学
校
な
の
把
あ
ま
り
.～
.え
・

勉
蒼

な韓

査

簑
薯
.
.
齢

任
妻
し
云
慮
べ
の房
母
簸
婿
『

詫
齢
蔀
邸
、鋸
難
耀
糟
嘩

喜

莞

去
奮
孝
一等

壁

ぢ
、客

の
窩

牝
驚

て
い
糞

億
・
ρ
. 墾

あ

断
絶
、
・
と
い
っ
た
む
め
は
、

ぼ

く
の
と
こ
ろ
迄
は
な
や
。
孟

跨

悩

ん
で
い
れ
ば
"
置
壱
見
て
い
れ
は
わ
か

る
。
自
殺
と
か
、
登
落
渠
署

い
っ
た

も

の
も
、
毎
日
、
醸
を
見
て
い
れ
ば
、

、あ
る
程
置
は
葡
け
る
は
嘉

。
.新
聞
を
.
.

。
見
る
と
戸
手
供
が
ら
み
の
事
件
や
固
題

が
撃
迅
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
度
π
、
ほ

《
は
.
親
は
芋
供
の
韻
を
見
て
い
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

子
供
が
個
室
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
.
■

そ
れ
が
子
供
に
ま
つ
わ
る
膳
問
題
の
逮

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
伽
。
そ

一
ん
な
気
が
す
る
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
嘔
童
跡
あ
っ
て
わ
る
い
わ
け
は
な

い
。
で
も
、
個
室
.は
寝
る
部
屡
ζ
い
ろ
.

こ
と
に
し
て
、
起
き
て
い
る
問
は
、
な
、

る
べ
く
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
顧
を
出
す

と
い
う
こ
と
を
、
鼠
塵
の
一
員
と
し
て
.

の
礼
霰
と
し
て
お
き
た
い
。
.
.

…

・
勉
強
を
す
る
の
は
、
■個
箪
で
な
い
と
㏄

■
築
甲
で
き
な
い
の
で
は
、
と
考
え
が
ち

、

・だ
が
、
入
学
試
験
は
個
室
で
や
る
わ
け

で
は
な
い
.
砒
殿
し
τ
も
.
大
企
粟
の

毘
視
に
で
も
な
ら
な
け
れ
は
、
個
量
は
一

.
与
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
近
く
に
人
が
・

い
て
も
、
目
分
の
作
菜
に
集
中
で
き
な
…

く
て
は
、
現
代
を
生
き
る
こ
と
は
で
き
、

・.

な
い
の
だ
か
ら
、
個
箆
に
閉
じ
こ
も
る

必
要
は
な
い
。

そ
う
い
う
わ
け
で
～
こ
の
原
稿
も
、
.

リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
で
喪
い
て
い
る
。
り
.

ビ
ン
グ
ル
ー
ム
発
の
折
々
の
随
憩
を
鼠

遍
に
一
度
、
お
届
け
し
た
い
。
,
,
目
.ポ

(作
露
)
、

㊥
繰
麟
灘 一170一



資料(3)

子供を救う
子供部屋の
つくり方 .

「た
だ
い
直

り
も

ロ
ム
ム

リ

高
校
三
年
の
海
野
文
雌
さ
ん
(田
V
は
.

孕
絞
か
ら
居
る
と
早
遅
二
階
に
上
が
り
、

共
同
机
に
梗
擬
試
験
の
結
果
を
広
婆

。

「あ
.
い
い
じ
ゃ
な
い
』

臣
に
座
り
邑
ん
だ
大
孕
四
年
の
鋳
、

禎
子
さ
ん
(認
一が
の
ぞ
き
込
む
。
誌
揖

い
い
直
数
だ
つ
た
ら
し
文

二
入
の
会

話
は
弾
ん
で
い
る
9
階
下
に
い
た
母
の

ド

も

ニ

真
美
子
さ
ん
(甜
Vも
.
吹
ぎ
抜
げ
を
通

じ
て
断
こ
え
て
く
る
歓
声
に
ニ
フ
コ
リ

す
る
。

「う
ち
は
仕
野
り
の
少
な
い
作
り
な
の

で
.
家
の
ど
こ
に
い
て
玄
呈
八
体
胸戸
が
聞

こ
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
大
き
く
な

っ
て
、
と
や
か
`
冨
つ
こ
と
髪

く
な

り
ま
し
た
が
、

い
つ
も
何
と
な
(
願
を

合
わ
せ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
い
ら
れ

ま
す
」

十
四
年
附
に
二
世
帯
住
宅
と
し
て
建

て
ら
れ
た
海
野
さ
ん
宅
は
.
二
階
鄙
分

が
親
子
の
生
活
の
境
だ
じ
粧
塞
を
除
(

と
。
キ
7
チ
ン
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
.
居
問

な
ど
の
問
に
仕
切
口
が
を

.
一
貯
と

の
吹
き
抜
け
を
取
り
巻
く
形
で
.
ま
る

で
ワ
ン
ル
ー
ム
の
よ
う
な
作
り
に
な
っ

て
い
る
っ

狭
す
ぎ
て
こ
も
れ
な
い

子
ど
も
舘
屋
は
姉
弟
そ
れ
ぞ
れ
三
畳

ず
つ
の
広
さ
し
か
な
い
。
ベ
ッ
ド
と
作

り
付
け
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
地
は
.
小

さ
な
家
具
を
置
い
た
だ
け
で
呼
杯
に
な

つ
て
し
ま
う
。

も
と
も
と
六
畳

}
部
屋
だ
っ
た
も
の

を
、
領
子
さ
ん
が
睾

生
に
な
っ
た
と

き
.
仕
切
っ
て
二
謡
屋
に
し
た
た
め
だ
。

文
字
逝
り
寝
室
以
外
に
使
い
よ
う
が
な

く
『「閉
じ
こ
も
ろ
う
に
も
狭
く
て
…
…
。

護
～り
ぐ
れ
な
か
っ
た
の
は
.
,て
の
せ
い

み
た
い
」

と
鎖
子
さ
ん
は
笑
う
。

そ
し
て
.
窺
干
の
生
活
の
柱
と
も
い

う
べ
き
も
の
が
、
子
ど
も
璽

一居
問

の
岡
に
あ
る
才
ー
ブ
ン
ス
ベ
ー
ス
に
設

か
れ
た
大
き
な
共
同
机
だ
,
二
畳
ほ
ど

も
あ
り
、
家
族
四
入
が
}
籍
に
惧
っ
て

い
る
。
本
も
カ
バ
ン
も
そ
れ
ぞ
れ
の
決

ま
O
た
位
置
に
収
め
ら
れ
て
い
る
o

夜
に
な
る
と
、
高
校
の
校
長
完
生
で

も
あ
る
父
誓
冒
さ
ん
〔訓
)が
、
校
長
室

便
り
や
研
究
会
リ
ボ
ロ
ト
を
ワ
ー
ブ
ロ

打
ち
し
て
い
る
珊
で
、
文
雄
き
ん
が
受

駐
辿
強
を
し
、
隣
で
領
子
さ
ん
か
孕
諭

に
取
り
寝
む
ロ
ワ
ー
ブ
ロ
は

一
台
し
か

な
い
の
で
、
省
沽
さ
ん
と
禎
子
さ
ん
の

「奪
い
台
い
」
だ
。

冥
葵
子
さ
ん
は
こ
の
共
同
視
が
見
渡

せ
る
キ
γ
チ
ン
か
ら
時
々
冗
禁
を
習
つ

て
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
る
。
家
駆
が
一

段
落
す
る
と
隣
の
居
同
の
ソ
フ
ァ
に
移

り
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
一
続
き
の
圃

の
姉
弟
が
恋
警
の
話
を
ひ
そ
ひ
多
、し
て

い
る
の
を
。
聞
く
と
も
な
し
に
囲
い
て

い
る
と
き
も
あ
る
。

新
築
以
釆
.
毎
晩
机
の
拒
定
席
に
座

り
、
子
供
た
ち
に
惣
強
を
敦
え
.
そ
の

日
の
い
ろ
い
ろ
な
出
垂

語
り
あ
っ

て
き
た
省
需
さ
ん
は
、
こ
の
設
計
に
し

て
よ
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
う
。

「教
員
と
」
て
い
ろ
い
ろ
な
毅
子
関
係

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
問
題
の
あ
る
子

ど
も
は
瓢
予
の
接
点
が
少
腐
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
o
毎
目
顔
を
合
わ
せ
て
い

れ
に
、
落
ち
蓼

が
な

い
と
か
.
沈
ん

で
い
る
と
か
、
子
ど
も
の
変
化
の
兆
し

に
気
づ
く
は
ず
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
家
を
建
て
る
と
豊
へ
昔
の
ち
ゃ
ぷ

台
の
よ
う
に

一
家
が
い
つ
も
一
緒
に
い

ら
れ
る
鳩
所
を
作
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
を
こ
の
勉
強
コ
ー
ナ
聖
に
し
た
こ

と
ば
.
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

」温
・
つ
て
い
て
大
成
功
で
し
た
」

父
は
仲
間
か
つ
神
聖

共
岡
机
の
お
陰
か
.
海
野
さ
ん

冒
家

ほ
本
当
に
仲
が
い
い
。
襖
子
さ
ん
に
と

つ
て
父
親
は
中
国
映
画
を
躇
且

ロえ
る

仲
問
で
あ
る
と
同
時
に
、
「神
聖
不
可
侵

な
存
在
」
で
"
Uあ
る
と
い
う
。

「大
学
受
験
の
と
き
も
、
司
注
書
士
試

験
の
と
き
も
、
当
巳
の
朝
.
盆
の

「絶

対
受
か
る
よ
。
大
丈
夫
凹
の
一
言
が
あ

っ
た
ん
で
す
o
そ
れ
で
自
侶
が
つ
い
て

ム
ロ格
で
き
た
と
思
い
ま
す
』

い
つ
も
薩
で
勉
彊
を
見
守
り
続
け
た

父
の
言
葉
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
.
支
え
に

な
っ
た
と
恩
つ
。
ロ
に
は
出
さ
な
い
が
、

弟
も
ひ
そ
か
に
父
窺
を
尊
敬
し
て
い
る

と
確
信
し
て
い
る
。

だ
が
、
い
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
に

見
え
る
共
同
机
に
も
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
疎
ん
じ
ら
れ
た
時
が
あ
つ
た
9
思
器

期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
目
の
前
に

い
つ
も
親
の
視
線
が
あ
る
の
が
欝
陶
し

く
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
o

損
子
さ
ん
は
中
学
生
の
こ
ろ
、
友
だ

ち
の
箏

た
ず
ね
'㌧
は
、
プ
ラ
イ
バ
シきき

ー
の
保
て
る

】
人
部
屋
の
専
用
机
に
憧

■π
'
・、い
へ
㌔o

「日
記
と
か
手
紙
と
か
、
報
に
見
ら
れ

た
く
な
い
も
の
を
机
で
書
く
と
き
{コ
の

り
ま
す
か
ら
』

高
梗
二
年
の
と
き
.
麓

科
の
捲
業

で

「子
ど
も
那
屋
の
あ
り
方
』
と
題
し

た
リ
ポ
」
ト
を
齋
き
、
こ
の
問
題
を
じ

つ
く
り
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
か

一
ら
見
え
て
き
た
の
は
.
共
同
机
の
お
陰

で
仲
良
く
い
ら
れ
る
わ
が
家
の
姿
だ
っ

た
,
勉
強
も
す
ぐ
父
親
に
囲
く
こ
と
が

で
き
る
し
.
集
宇
刀
が
晃
っ
て
き
た
と

き
は
.
父
や
弟
が
机
に
向
か
っ
て
い
る

姿
を
見
て
.
自
室

ロ
や
ろ
う
と
い
う
気

に
な
る
こ
と
に
き

い
た
。

一
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資料(4)

』東
京
都
品
川
区

雛

縁

壌
　、鑑

嘩
遷

恵

■一--
■陸

翼
賓藷
健
.認
∵}騰

…'
.
■

-
.f一

畑
大

き

な

テ

よ

フ

ル

」
髭

鍬

贋

『
,
'
一一

■
・

、『

.:
目
・
・

胞
■
■

1
.
;
■
一
「

ζ
.
r
.『

声

r
.
引"、
鐸

、
集

甲
.「
■」

蟹

3

孝

』
、
、
.
目・、
マ

凱

昏

f

』
『

私
の
家
に
昊
嚢

吾

丁
プ
ル
奮

豊

鷺
お
馨

掠

・.謬

つ
、、ん
し
た
時
に
、毒

じ
霧

漂

羅

議

　

私
は
勉
強
づ
く
え
を
も
ぞ

い
哀

異

.葱

委

簸

・
め
昇

霧

奪
宿
響
し
手
.
ぞ
農
業

わ
.で、莚

雑

響

倉

い
書
仕
量

し
た
享

馨

い
た
呈

鉱
書
嬢

,

謹

讐
遜

銃
鴛
漫

凶鵬

勢
編
琳
灘

一アロ
ブ
ル
に
は
、・小
さ
な
き
ず
奪

聴

鐸

寡
、無

導

み
が
く
農

え

寛

え
な
く
馨

享

-嶺
ぞ

っ
秦

.

rづ
け
て
よ
く
見
る
と
私
か
赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
つ
げ
た
小
ざ
な

譲

淳

が
あ
っ
た
り
し
て
な
各

く
な
り
浅

詮

、燦

蒸

畿

.㎜.
■

・
テ
L
ブ
ル
遷
テ
」
ヴ
ル
の
場
所
が
家
中
で

一
.番
好
ぎ
で
す
。
・"■亨
∵
な

ら
ず
ダ
ご
は
ん
を
食
べ
に
帰
つ
て
ま
た
仕
事
に
行
き
ま
す
。
・,

丸

い
テ
ー
プ
ル
は
い
つ
も
四
人
で
使
い
ま
す
が
ナ
お
客
さ
詫
年
・、・、あ
る
日
お
父
さ
ん
か
ら

「今
夜
少
し
お
そ
く
な
る
の
で
先
・
一

象

嚢

時
養

、一ゑ

書

み
ん
な
が
蕩

量

の
零

、ぞ

葵

差

送

と
い
う
篶

が
あ
り
む

た
.
お
母
さ
■

■し
ぎ
で
す
。
目
■

』
■

二

.

.

㌔

■
ド
』

翫

ん
は
中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
た
ぢ
ご
は
ん
一に
し
よ
、3
.

・
お
父
さ
ん
は
毎
ば
ん
七
時
す
ぎ
に
は
帰
っ
て
、』
み
ん
な
で
ド
.パ
.と
と
言
い
ま
し
把
。
七
時
に
な
っ
て
お
兄
ウ
や
ん
か
ら
ク
ラ
ブ

一夕
ご
兇

を
隻

事

。
お
父
さ
ん
が
う
毛

タ
荏

窒

詫

で
と

が
奄

た
の
で
少
し
を

慧

毫

頚

脅

己

.

.

食
べ
な
い
日
は
め
っ
た
に
あ
駆
ま
せ
ん
。い
そ
が
し
ぐ
て
も
か
一・.ぎ

た
。
お
母
ぎ
ん
は

「ふ
う
ち
ゃ
ん
だ
け
先
に
食
ぺ
て
な
さ
い
」
目

と
君
つ
て

一
人
分
の
用
意
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

.

私
は
お
な
か
が
す
い
て
い
ま
し
た
が
.
食
べ
は
じ
め
る
と
目

あ
ま
り
お

い
し
く
あ
力
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
ガ
』
ど
う
し
た

・の
㌧
と
聞

い
て
も
、
ど
う
し
て
な
の
か
わ
か
ぴ
ま
せ
ん
〕

い

■づ

も
は
ワ
イ
ワ
千
言
っ
て
い
る
ヶ
ち
に
な
.く
な
る
オ
ガ
ズ
も

ち

っ
と
も

ヘ
ゥ
ま
せ
ん
。

、
・

・;

■4

跡

目
七
時
半
に
な
っ
た
ら
お
父
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
と
が
い
ワ

し
ょ
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
は

「
ハ
ラ
ヘ
っ
た
」

と
手
も
洗
わ
な
い
で
テ
聖
ブ
ル
の
才
カ
ズ
を
見
に
き
ま
し
た
。

私
慧

惚
婁

悦

の
ぎ

ル
を
虜
、、つ
.竃

出
養

し
た
。

ド

.

.

.

.
・
.
"
∵
・
,
一
'∵
・
■

ム
.一
.
■
、
.

r
い
つ
も

の
夕
食

が
は
じ
ま
勇

ま
し
た
」
.私
は
何
度
も

「
ぎ

.蓄

}

奮

警

い
7

注
藝

慈

髪

.
お
兄
ち
ゃ

ん
か
ら
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
、
二
回
け
ち
れ
て
、…い
た
か
っ
た

け
れ
ど
も
そ
の
且
砿
そ
れ
に
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
目
.〆

■
・お
母
さ
ん
は
私
が
け
っ
こ
ん
す
る
時
こ
の
テ
レ
ブ
ル
を
く

れ
る
と
暫
い
ま
し
た
。
.
「き
れ
い
に
ぬ
り
直
し
た
ら
新
し
い

の
と
同
じ
に
な
る
よ
」
と
首
い
ま
し
た
弔わ
た
七
は
う
れ
し
い

け
れ
ど
、こ
の
家
に
大
き
な
テ
t
ブ
ル
が
な
ぐ
摩
る
の
は
こ
ま

り
ま
す
。
そ
与
し
た
ら
お
母
さ
ん
は

「も

っ
と
も

っ
と
大
き

な
テ
ロ
ブ
ル
を
買
っ
て
ま
っ
て
る
わ
」
と
言
い
ま
,し
た
。

2
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
あ
つ
ま
り
ま
す
。

も
っ
と
大
き
な
テ
盲
プ
ル
に
は
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
あ

つ
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
日
が
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
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資料(6)・

朝 日新聞

難
中
学
生
以
下
の
子
供
の
数
』
二
%
と
、
い
ず
れ
も
戦
後
最
低

、

が
、
昨
年
よ
り
三
十
三
万
人
少

を
更
新
し
た
。
五
日
の

「こ
ど
■

な
い
千
九
百
十
八
万
人
で
、
総

.も
の
日
」
を
前
に
、
総
務
庁
が

人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
五

・

四
月

一
日
現
在
の
十
五
歳
栄
満

一
　田

荷

98

回る6人

.

の
子
供
の
数
を
ま
と
め
た
-
少

.

.
い子

.
高
齢
化
時
代
を
反
映
し
、
目

』
・戦
後
初
め
て
六
十
五
歳
以
上
の

一老
年
人
口
を
下
回
っ
た
。・

1

戦
後
の
子
供
の
数
は
、
第

一

動
次
ベ
ビ
r
ブ
ー
ム

(
}
九
四
〇

濡
年
代
後
半
Y
後
の
五
五
年
の
三

』
午
十
二
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
第

…二
次
ベ
ビ
エ
ブ
E
ム

(̀七
〇
年

一

.代
前
半
)
で
、一
時
期
増
え
た
も

一

.あ

璽

八
二
年
か
ら
十
七
年
連
■

ハ続
の
減
少
と
な
っ
た
。
一

・
"
∵
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
、

.

五
〇
年
に
は
三
五
・
四
%
だ
っ

な
た
の
が
八
八
年
に
は

}
九
・
五
■,

%
と
二
割
を
下
回
り
、
以
後
も

■
低
下
し
続
け
て
い
る
。

一
方
、

・
,老
年
人
口
の
割
合
は
占
五
〇
年

.

ら
ド

㎜の
四

ザ
九
%
覇
ら
増
亮
続
け
茜

…今
年
は

一
六
晶
O
%
と
な
り
、
郎

奮

享
務
治
の割
識

斥

掴
り
え
四

裾

置

■.

西
.

歯

諸
外
国
と
比
べ
て
も
、
日
本

一の
子
供
の
人
口
π
占
め
る
率
億

≧

タ
リ
ァ
の

一
四
・
.九
%
は
上

ハ回
っ
て
い
る
も
の
の
凸
君
イ
ツ

　(
一
六

二
一一%
)

ラ
ラ
ン
ス

ご
九
歯
色

ジ

メ
男

■

皇

汰
梶
)
薯

よ
鶏

　な
り
低
い
蝿
.『』

一
.一一方
、
昨
年
十
月

一
日
現
在

の
子
供
の
火
口
の
割
合
を
都
鱒

府
県
別
に
み
る
と
、
最
も
高
い

皿の
は
沖
縄
県
で
二
一
-
O
%
。-

蓮

に
最
も
低
い
の
は
墓
景
都
の

一
二
・
七
%
だ
っ
た
。
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